
感染症の発生動向を踏まえた
救急医療提供体制の検討について

2025年６月４日
健康危機・感染症対策課



• 2024/25冬季は三政令市の週当たりの救急搬送困難事案が過去最多件数
（817件）を記録した。

• これはCOVID-19流行後という観点でも過去最多であった。
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三政令市の救急搬送困難事案の件数の推移
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救急搬送困難事案

（週）

2020年１月16日
県内居住者が
国内初のCOVID-19
感染者として公表

2023年５月８日
COVID-19が５類移行 2024/25冬季

救急搬送困難事案に係る状況調査について（消防庁）
https://www.fdma.go.jp/disaster/coronavirus-situ/post-1.html
各消防本部からの救急搬送困難事案に係る状況調査の結果（データベース）（消防庁）
https://www.fdma.go.jp/disaster/coronavirus/post-1.html
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定点種別 対 象 疾 病

患者
定点

小児科定点 インフルエンザ／COVID-19（外来例）
内科定点 インフルエンザ／COVID-19（外来例）
基幹定点 インフルエンザ／COVID-19（入院例）

病原体
定点

小児科病原体定点
患者定点としての対象疾患から検体を確保し提供

基幹病原体定点

神奈川県内 基幹定点一覧 ＜Googleマップより＞

横浜市立市民病院
済生会横浜市南部病院
聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院
昭和大学藤が丘病院
川崎市立川崎病院
聖マリアンナ医科大学病院
相模原協同病院
横須賀市立総合医療センター
藤沢市民病院
平塚市民病院
神奈川県立足柄上病院
厚木市立病院

感染症発生動向調査事業による定点把握について



• 基幹定点によるインフルエンザ／COVID-19入院数の増減と、救急搬送困
難事案の増減の推移は、強い相関（r=0.87, lag 2w）が認められた。

• よって、既存の感染症のまん延により健康危機事案が生じた可能性がある
と考え、その因果関係を分析し適切な対策を講じるべきではないか。

3

定点把握の結果と救急搬送困難事案の相関関係
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インフル入院

コロナ入院

救急搬送困難事案

2023年９月25日
COVID-19入院サーベイランス開始

2024/25冬季
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感染動向により救急搬送困難事案が増減する機序の仮説
• 感染拡大により経時的に急性期病棟の受け入れ体制がひっ迫し、受け入れ
困難となることで救急搬送困難事案が増加したという仮説を立てた。

感染拡大

救急搬送・入院例の増

救急基幹病院で受入れ

救命救急病棟等に緊急入院

急性期病棟へ転棟・転院

• 退院

• 回復期病棟

• 療養病棟

急性期病棟の受入れ体制が崩壊

救急搬送困難事案が増加

Lag
2W
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感染拡大

救急搬送・入院例の増

救急基幹病院で受入れ

救命救急病棟等に緊急入院

急性期病棟へ転棟・転院

• 退院

• 回復期病棟

• 療養病棟

急性期病棟の受入れ体制が崩壊

救急搬送困難事案が増加

Lag
2W

データ分析

緊急性の高い患者に悪
影響がないか・・

救急隊が限界に達して
いないか・・

仮説の検証と施策の立案①
• データ分析により客観的に仮説を検証し、救急搬送困難事案の増加による
有害事象も明らかにした上で、その因果関係を評価したい。
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感染拡大

救急搬送・入院例の増

救急基幹病院で受入れ

救命救急病棟等に緊急入院

急性期病棟へ転棟・転院

• 退院

• 回復期病棟

• 療養病棟

急性期病棟の受入れ体制が崩壊

救急搬送困難事案が増加

Lag
2W

データ分析

何らかの施策を伴う
時限的なアラートを
発出できないか・・

仮説の検証と施策の立案②
• データ分析により、救急搬送困難事案の増加による有害事象を減らすため
に、講じるべき施策を考えていきたい。

感染拡大緩和・縮小

救急要請の適正化

受入体制の対応力向上

転棟・転床の円滑化
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今回ご意見をいただきたいこと
• 2024/25冬季はインフルエンザの流行を受け、救急搬送困難事案が過去
最多の件数を記録した。また、感染症の流行と救急搬送困難事案の増減に
は強い相関があった。

• そこで、新興感染症等発生時ではなくても感染症は健康危機事案を生じる
と考え、感染症と救急医療体制についてデータ分析し、感染症流行時の救
急医療体制の維持に寄与できるような施策を考えたい。

①データ分析をするにあたり留意すべきことはありますで
しょうか。

②分析事項として考えられるものはありますでしょうか。
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